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南伊豆地域における早咲きザクラの探索，増殖，生態解明および

観光資源としての利用への貢献

村田治重a.進士和雄a・山本章吾a.渡辺 栄 a・水戸喜平a• 

末松信彦・中村新市a.村上 覚 b*・石井ちか子c・山本宏道

静岡県農林技術研究所伊豆農業研究センタ- 413心411 静岡県賀茂郡東伊豆町稲取

Exploration， Multiplication， and Flowering Behavior in Early Flowering Cherry Trees in Minami-izu 
Region， and Their Contribution to Tourism Resources 

Harushige Murataaラ KazuoShinshia， Shogo Yamamotoa， Sakae Watanabea， Kihei Mito"， Nobuhiko Suematsu， 

Shinichi Nakamurザラ Satωor叩UMl山i旦I

Shi.な'z1Iok日 Re，ω'se叩d印rch111巧slit白11げleoj.ιAgr円届'1比c1II仇I向1I1官 αI1dFor.陀'esl白':討1只J，L危zμAgri陀Clυtl，白111山Irl刀tαalRe釘seaωr.τdlCe叩111げle臼何F円;111町u悶4αωZげ10印ri，Higashi-izlI， Shiz1Ioka 413-0411 

はじめに

静岡県伊豆半島は海岸線から斑高山地帯まで 1，405mの海

抜標高差があり，自生する植物相は照葉樹林帯から暖帯林に

及び多様性に富んでおり，中にはアマギツツジ (Rhododendron

amagianum Makino) ，アマギアマチャ(骨drangeaserrata var. 

angllstana (Franch. et Sav.) H. Ohba)などの盟有種の存在も

知られている(杉本， 1962).本地域の年開平均気温は 160C

を超える温暖な気象条件であり，海岸地域には無霜地帯が

多い そこで，静岡県で、は伊主主半島内における自生植物の

保全や利活用を目的に1950年に賀茂郡南崎村長津呂字本瀬

(現賀茂郡南伊豆町石綿11碕)に静岡県有用植物闘(以下有用

捕物園)を設寵した.有用植物園では伊豆半島に自生する

植物を見いだし保全することを主目的としその研究は伊

立振興センター南伊豆農場，農業試験場南伊豆分場および

伊豆農業研究センターに引き継がれることとなった.

伊豆半島に8生する有用植物のひとつにサクラがあり，オ

オシマザクラ (Prunlls lanne，古iana var. speciosa (Koidz.) 

Makino)，ヤマザクラ (p.jamαsakuraSieb. ex Koidz.) ，マメ

ザクラ (p.incisa Thunb.)およびエドヒガン (p.pendllla王

ascendens (Makino) Ohwi)などの野生種が確認されている.

また， 1945年以降には伊豆半島の外部からカンヒザクラ (p.

campa11l山 ta Maxim.)やシナミザクラ (p. pseudocerasus 

LindU (伊豆環境緑化推進協議会，未公表)などが導入さ

れ，当地に自生するサクラの野生種との間で自然交雑した

と推定されるサクラもみられるようになった.その結果，
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伊豆半島はサクラの遺伝資源の宝庫として，多様な変異系

統を保有することとなった.特にサクラの変異系統は静岡

県賀茂郡吉ど中心とした南伊豆地域に多くみられ，それらの

中で‘ソメイヨシノ (p.x yedoensis Matsum. 'Som巴1-

yoshino' )より開花の早い系統は，地元では古くから

咲きザクラJと呼ばれて今日に至っている

伊豆農業研究センターでは， 1972年以降，地元市町村と

ともに自生するサクラを材料に研究を進めている.本総説

官〉

fみなみの桜と菜の花まつり j会場

南伊豆町青野川堤防

010  15 2Okm ・

第 1図 南伊豆地域における早咲きザクラの槌栽場所

早咲きザクラは A~H 第 1表，第2表参照

塗りつぶし部分は本総説で対象とした南伊豆地域を示す
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‘カワヅザクラ' gミナトザクラ' gオキチザクラ' gオオシマ早生'

‘ベニカンザクラ' ‘カンザクラ' ‘オオカンザクラ'

第2図 南伊豆の早咲きザクラ

第 1表 南伊豆の早咲きザクラの開花特性

花色
品種 植栽地z 開花期 花径 (cm)花序

花著 満開時の花弁

カワヅザクラ 河津町田中 A 2 月上旬~ 3 月上旬 紅色 淡紅色 3.3 散房
ミナトザクラ 南伊豆町湊 B 3月上旬 淡紅色 淡紅~白色 2.9 散形
オキチザクラ 下回市河内 (お吉ヶ淵) c 3 月下旬~ 4 月上旬 淡紅~白色 淡紅~白色 3.4 散房

オオシマ早生 下回市椎原 D 3 月下旬~ 4 月上旬 淡紅~白色 白色 3.4 散房

ベニカンザクラ 松11時111]石部 E 2 月下旬~3 月中旬 紅色 淡紅色 3.1 散形
カンザクラ 下回市白浜 F l 月下旬~2 月中旬 淡紅色 淡紅~白色 2.9 I!Jx形
オオカンザクラ 下回市東本郷 G 3 月上旬~ 3 月下旬 淡紅色 淡紅~白色 2.9 散形

z第 l図参照

では， これまでのサクラに関する研究成果と地元産業との

連携による研究成果について総括しそれらの利用につい

て提案するものである.

1.南伊豆地域における早咲きザクラの探索と母樹園

の設置

静岡県伊豆農業研究センターの前身である有用植物園で

は， 1972年に下回林業事務所，賀茂農業改良普及所と協同

し， 当時の賀茂地区である下田市，河津町，南伊豆町，東

伊豆町，松崎町，西伊豆町および賀茂村 (現西伊豆町)に

伊東市，土肥町 (現伊豆市)を加えた 2市 6町 l村 (以下

南伊豆地域とする，第 l図)に呼びかけ，伊豆環境緑化推

進協議会を発足させた.本協議会では，地域振興に寄与す

る目的で，各地域内で特色のあるサクラを選定，植栽を推

進する目的で， これらの市町村の自生種の中から ‘ソメイ

ヨシノ 'より開花期が早く かっ観賞価値の高いサクラの

探索と，生態調査を行った (村田， 1997)ーその結果， ‘カ

ワヅザ、クラ，(p 1m仰 の ianaWils. 'Kawazu-zakura')， ‘ミナト

ザクラ¥ ‘オキチザクラ¥ ‘オオシマ早生¥ Eベニカンザ

クラ 'j;ンザクラ'および‘オオカンザクラ'の 7品種

を地域内で活用すべき有用な早咲きザクラとして選定した

(第 2図).これらのサクラの開花期は，いずれも南伊豆地

域では例年4月上旬に開花する‘ソメイヨシノ' よりも早

かったため，当地域における地域振興に貢献する重要な観

光資源と位置付け，それぞれの分布および開花特性 (第 1

表)について調査した.その結果， ‘カワヅザクラ ‘ミナ

トザクラ¥ ‘オキチザクラ'および‘オオシマ早生'の 4品

種は南伊豆地域に固有の品種と認められた (村田，1997) 

有用植物園では， ‘カワヅザクラ'については 1972年に原

木から採穂，南伊豆町石廊崎の大久保試験地内に自生して

いたオオシマザクラに接ぎ木をして母樹園を設置した.

2. 早咲きザクラの増殖と地域への植栽

1970年代， 南伊豆地域は地震や気象災害に遭遇し，その

後の地域復興が大きな課題となったこのような背景から，

有用植物園は 1977年 4月に農業試験場伊豆分場，翌 1978

年 4月には伊豆振興センタ ー南伊豆農場として改組され，

新たに環境緑化，景観修景，緑化種苗生産供給および緑化



園学研 (Hort. Res. (Japan)) 11 (4): 433--438. 2012 435 

第 3 図 例年 2 月 5 日 ~3 月 10 日にかけて開催される 「河津

桜まつりJ
2012年 3月 12日撮影

啓蒙などの環境緑化事業を発足，その後約 10年間にわたっ

て取り組むことになった.それらの事業の一貫として 1979

~ 1986年にかけては，サクラを含む 80品目の緑化種苗 23

万 9，200本，種子 34Lを南伊豆地域中心に供給した(水戸，

2002 ;静岡県農業試験場南伊豆分場，2002) 

‘カワヅザクラ ' については開花期が 2 月上旬~ 3 月上旬

で一般のサクラよりも早く，花曹は濃い紅色で，満開時に

は花弁は淡紅色となり，花径は平均 3cm程度で一般のサク

ラ，例えば‘ソメイヨシノ'などと比較して大きいことか

ら，特に観賞価値が高いと判断した(第 l表) そこで，育

苗配布事業において重点的に苗木の増殖を行い， 1980 ~ 

1986年にかけて河津町，南伊豆町，西伊豆町および下田市

に 1，852本を配布した これらの市町村の中で，河津町に

配布した 1，230本は，1992年に「河津桜まつり J(第 3図)

開催のきっかけとなった.その後も河津町内では ‘カワヅ

ザクラ'の増殖と植栽は継続して行われ， 2011年までには

約 l万本が植栽されるに至っている.なお， 2005年 2月 2

日には‘カワヅザクラ'原木を町指定の天然記念物とし保

護している

環境緑化事業においては南伊豆町に 502本の‘カワヅザ

クラ'を配布して植栽，観光の名所にしている.その後，

1986年に南伊豆町から青野;rr沿いへの‘カワヅザクラ'の

植栽に取り組んだ 苗木の不足から，青野川堤防のオオシ

マザクラを植栽し，これに接ぎ木を行った.現在，これら

の植栽樹は 1999年から実施された南伊豆町の「みなみの桜

と菜の花まつり」として活用されている

3. 力ワヅザクラ'からの実生個体および早咲きザク

ラの品種登録の支援

伊豆振興センター南伊豆農場は， 1987年 4月には南伊豆

JIIJ上賀茂に移転して農業試験場南伊豆分場に改組された.

同分場では，南伊豆地域内に植栽された‘カワヅザクラ'

の実生個体内で多様な変異が認められることに着目し，そ

れらの探索と花の形質調査を行った.その結果，‘カワヅザ

クラ'の実生個体聞には開花期，花色および花の特性など

に変異がみられ，その多くはオオシマザクラとカンヒザク

ラに共通する形質を兼ね備えていたので (末松 ・水戸，

第2表 ‘河津正月'およ び ‘伊豆土肥'の開花特性

花色
品種 植栽地z 開花期 花径 (cm) 花序

花蕃 満開時の花弁

河津正月 河津町田中 A 1 2 月下旬~ I 月下旬 紫紅色 紫紅色 2.7 散形
伊豆土肥 伊豆市小下回 H l 月中旬~2 月中旬 紫紅色 淡紫紅色 3.2 散房

Z第 l図参照

第4図 品種登録された判津正月， (左)および ‘伊豆土肥， (右)
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2003) ， ‘カワヅザクラ'はオオシマザクラとカンヒザクラ

の交雑種である可能性が示唆された.この点については，

太田ら (2011)の核，葉緑体 DNA多型に基づいた研究に

よっても明らかにされている.

また，河津町内では‘カワヅザクラ' より早咲きで花色

の濃い変異個体が見いだされたので，品種登録を出願する

にあたり，形質調査などの支援を行い(第 2表)， ‘河津正

月'と命名した (登録番号 11556)(飯田， 2003) (第 4図)

これらの‘カワヅザクラ'の変異系統とは別に，土肥町

内 (現伊豆市土肥)においても早咲きザクラの自生個体が

見いだされたので同様の形質調査を行った この個体は，

単位 万 人
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‘河津正月'と同様に‘カワヅザクラ'よりも早咲きで花色

が濃いことから(第 2表)， ‘伊豆土肥' と命名した(登録

番号 15225)(山田 ・勝呂， 2007) (第 4図).

現在， ‘河津正月' と ‘伊豆土肥'については地域の新

たな観光資源としての活用が期待され，植栽が進められて

いる.

4. ‘力ワヅザクラ'の生態解明と開花予測法の開発

河津町で毎年 2 月 5 日 ~3 月 10 日に開催されている 「河

津桜まつり 」は， 1991年から始まり ，初年度は約 3，000人

の来場者であったが， 1999年には 100万人に達した.一方，

一ー一 「河津桜まつり」

一@ー 「みなみの桜と菜
の花まつりj

1991 1993 1995 1997 1999 2001 2003 2005 2007 2009 (年)

第5図 「河津桜まつり JZ と 「みなみの桜と菜の花まつり JYにおける観光客数の推移

Z 開催期聞は 2 月 5 日 ~ 3 月 10 日 河津町観光協会調べ

Y 開催期間は 2 月 5 日 ~ 3 月 10 日 南伊豆町観光協会調べ

司ファイル屯〉 極量@ 轟宗M 掃入申 書式ω ツーMV デ→ω ウィン問t>}f) ヘルブω
竺 !'J.

|同図 M恥a偲町…c町"""問山。阿s。凶f“山t
世間tηLてI，~宮 ... _ {9 x 

A4 

カワヅザクラ開花予測システム

hJ ょJ.i

第6図 花曹の他発休眠期の発育速度に基づいた‘カワヅザクラ'の開花日予測システム



lliil学研f.(Hort. Res. (Japan)) 11 (4) : 433-438. 2012. 437 

i有伊豆町内で行われている「みなみの桜と菜の花まつりJ

においては， 2005年には約 40万人を集客する観光イベン

トとなった(第 5関).このように‘カワヅザ、クラ'は南伊

豆地域にう尽かせない重要な観光資源となるに至った.

しかし「河津桜まつりJや「みなみの桜と菜の花まつ

りJへの来客が場加するにつれ，年によって‘カワヅザク

ラ'の開花時期が異なることが観光上問題視されるように

なり，開花予測法を確立する必要性が生じた.そこで，南

伊豆地域で標高の奥なる 8:地点を選び， 4年間にわたって，

開花時期と気温の関係を揖査した.その結果，開花期の年

次去をは，調査した 4年間において 2週間以上も異なり，そ

れは気視の影響によることが大きいことが示唆された(村

とら， 2006). そこで， 1999年から‘カワヅザクラ'の花

芽分化・発達過程を，‘ソメイヨシノ'やカンヒザ、クラ，

咲きオオシ?などと比較したところ，花芽形成までの期間

が惣いことが明らかとなった(米松・水戸， 2003) .さら

に，花芽形成後の花菅の発達は，視覚的に鱗片葉が割れて

縁色が見え始める状態から落弁に至るまで 8つのステージ

に分けられること(村上ら， 2007b)， 自発休眠から他発休

眠への移行は 11月中旬までに行われ，休眠覚躍に必要な抵

祖要求量は 80C以下の積算時間で 27~ 59時間で，これま

で報告されているサクラの中では比較的低いこと(村上ら，

2007a)， fl自発休眠j拐における発育速度は気温のよ芥に伴い

直線的にi増加することなどが切らかとなった(村上ら，

2008a) .これらの生態的な特性に基づいて‘カワヅザクラ'

の開花予測法を検討したところ， 自発休眠j坊の覚醒時期付

近からの開花予測では休眠の深いオウトウなどとは異な

り， 日平均気混との単回帰での相関が高く， 4~5 日の誤

差であった(村上ら， 2008b). また， {也発休眠j拐における

花菅の発達時期と発7前車度に基づいて予測する新しい手法

(第 6図)を開発し，検証を行ったところ，誤差は 3日以内

となった(村上ら， 2009).現在，河津町および南伊主主IsJの

観光協会において本手法の実服役をさらに検証している段

階である

また 't;ワヅザクラ'の有効活用法として切り校の利用

について研究を行った.その結果， 50%ブドウ糖液を水錫

げ剤とすること，加i品開始時期や加誼温度を検討すること

により，開花率が向上することが明らかとなった.本研究

成果により，花き類の需要が多い 12月下旬以降の校物とし

て出荷する目処をつけることができた(村上ら， 2008a). 

5.南伊豆地域に自生するサクラの形質調査とその研

究成果の波及

2007 iJ三に改組された農林技術研究所伊豆農業研究セン

ターでは，地域に自生するサクラの形質調査を継続してい

る. これまでの研究結果から，開花時期，花径や花色にお

いて非常に多くの変異を有することが明らかになった.同

地域には少なくとも 300を超えるサクラの変異系統が認め

られており(石井ら， 2007)，今後さらに調査を進めること

によって，新たな変異を保有するサクラが発見される可能

性が高い.従って，南伊豆地域全体が「サクラの遺伝資源

を保有する地」として保全されるべきであろう.

これらのサクラは，潟伊豆地域内に点在して分布してお

り，それぞれの個体は自生地ごとに異なった形賀を有する

ので，その多様性は遺伝資源、として地域で活用，評儒でき

る.現在は，サクラの種類や開花時期，花の特性によって

個体を選抜しており，今後は観光利用などいわゆる‘地域

おこし'を目的とした活用法を目指している.

今後の課題

伊豆農業研究センターでは，南伊草地域内における多様

な早咲きザクラについて研究を行ってきたが，未発見の{弱

体や十分に活用されていないサクラ個体の存在がある.

従って，今後も継続的な調査研究と，それぞれの個体が成

立した系図を知る手がかりを得るために DNA多型を用い

た遺{云的な解析が必要になると忠われる.

特に有望な早咲きザ、クラとして重点をおいている‘カワ

ヅザクラ'の開花予測についても，開花期は 2~3 月であ

るので¥花芽分化後の発達段階を解析するために前年の 10

~ll 月頃から予測する体制を組み，開花産前により精度の

高い予測法を開発，それらを併用することで観光利用を進

めていくことが必要である.さらに，地域内へのサクラの

植栽は景観形成だけでなく，耕作放棄地を有効活用するた

めに切り校栽培を推進していくことも重要である.従って，

今後は‘カワヅザクラ'をはじめとした平咲きザクラにお

ける切り校栽培技術の開発と普及を行い，地域の新たな産

業を支援，育成する組織作りが必要‘である.

その一方で，植栽されている‘カワヅザクラ'について

は，樹齢が 20年を超える株が目立つようになったので，樹

勢の田復も新たな課題となろう.伊豆農業研究センターで

は，今後ともサクラの調査・研究を継続し，地域内関係機

関と連携も密にしながら観光振興といわゆる‘地域おこじ

のための新たな課題や要望に対応していく計画である.

謝辞本研究の遂行にあたり，多くの調査や材料収集

を行った河津町，南伊豆町をはじめ静岡県南伊豆闘芸振興

会を組織する市町ならびに観光関係者に多大なるご支援を

いただいた. ここに記して深く感謝します.
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